
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おはよう！の挨拶が飛び交う朝 

 ２月２６日（金）の朝、国立七小の校門に子供達の明るく元気な挨拶が響き渡りました。

５年生有志数十名による登校時の挨拶運動の様子です。朝の光を受けて、みんなの顔が輝

いていました。いつもは校門近くで、校長・菊田さん・関さんの３人が立って、登校して

くる子供達に挨拶を行っています。しかし、この日はいつもと違い、子供達の笑顔が１０

倍くらいたくさんになっているような印象を受けました。 

この挨拶運動とは、毎年国立第三中学校の生徒会代表が来て、『地域に挨拶の輪』をとの

願いから実施しているものです。この運動に刺激を受けた国立七小の高学年が自主的に代

表委員会で話し合い、今回のような挨拶運動になったわけであります。１月には６年生が

朝の寒い時期にもかかわらず、進んで参加して大いに盛り上がりました。そして、今回は、

５年生の登場ということになったわけです。登校していくる下級生達に対してお兄さん・

お姉さんである５年生は、笑顔で元気いっぱい「おはよう！」と呼びかけていました。そ

れに応えるように、下級生も普段とはちょっとちがった雰囲気の中、ニコニコ顔で挨拶を

返している姿が見られて、とても嬉しく心あたたまる思いになりました。４月から最高学

年になる５年生の顔には、どの子も「次の国立七小は僕たち・私たちで頑張ります！」と

いう意識が満ちていて、とても頼もしく感じました。よい伝統をしっかりと引き継ぎ、責

任感ある立派な６年生にと成長してくれることを楽しみにしています。また、リーダーと

して大活躍してくれることを、大いに大いに期待しています。今後もみんなで進んで挨拶

が飛び交う、そんなステキな国立七小の子供達であってほしいと心より願っています。 

 

あいさつの自己点検（じこてんけん）をしてみよう！（裏面の『あいさつ点検表』をやってみよう） 

 挨拶という漢字の「挨」とは心を開く、「拶」とは相手に迫るという意味があり、人間関

係のコミュニケーションづくりには欠かせないものであり、その重要性については何度も

子供達に指導してきました。また、国立七小では「じぶんからあいさつ・目を見てあいさ

つ・ちょこんとあいさつ」と３つの目標で挨拶励行を呼び掛けていますが、一度のお話で

はなかなか定着しないもので、機会あるごとに何度も何度も指導しています。 

そこで、今回は自分の挨拶の自己点検をしてみてはと考えました。おうちの人と話しな

がらぜひやってみてください。よい点が取れた人は継続し、点数の悪い人は、これを契機

として挨拶についてもう一度よく考えて、挨拶の重要性を知ってほしいと願っています。 

校長室だより 国立市立国立第七小学校長 森田弘文 
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あいさつ点検表（てんけんひょう） 
①  まいあさ、おうちの人

ひ と

に「おはよう！」といっている。 

 

 

 

②  まいあさ、おうちの人
ひ と

に「いってきます！」といっている。 

 

 

③  まいあさ、見守
み ま も

り会の人
ひ と

に「おはようございます！」といっている。 

 

 

 

④  まいあさ、学校
が っ こ う

の先生
せんせい

やともだちに「おはよう！」といっている。 

 

 

 

⑤  学校
がっこう

で先生
せんせい

にあったら「こんにちは！」と、あいさつや、ちょこんとおじぎができている。 

 

 

 

⑥  まいにち、かえる時
と き

に「さようなら！」といっている。 

 

 

 

⑦  おうちで「ただいま！」とか「おかえりなさい！」といっている。 

 

 

⑧ おうちで、ねる時
と き

に「おやすみなさい！」といっている。 

 

 


